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Abstract 

Objective: The aim of this study was to c1arify the actual conditions of a walk and the 

relationship between a walk and social capital factors among community dwelling elderly. 

Subject: Subjects ofthis study were obtained by two large surveys in Kameoka city on July， 2011 

and Feb， 2012. The study subjects were 8，338 older people aged 65 years old and over by based on 

the two surveys. 

Results: The percentag巴ofgoing for a walk by sex showed significant difference as male 50.7%， 

woman 43.9% (Pく0.001).The percentage of going for a walk by age showed significant difference as 

60's 46.5%， 70's 48.8%， 80's 44.0%， 90's 35.6% (P<0.005). 

Walking group showed significantly better of subjective health than non-walking group. All three 

items related the social capital factor showed significant difference as walking group and non-walking 

group (P<O.OOl). However contribution rate of all three items showed low value by regression 

analysis 

1.緒言

高齢者の健康支援は高齢者特有の健康課題であ

るフレイルの予防・改善が重要である同。プレイ

ルは、転倒・骨折、長期的ケア、死亡などのリスク

要因であり、生理的予備力(代謝、身体機能、認知

機能、健康など)が多重に低下するmultidimensional

syndrome (多重症候群)j)であることから、身体機

能のみならず、精神的、杜会的機能の低下を防ぐ

ことが重要でで、ある伐印叩7η)

このような背景から、日常的な歩行がヘルスプ

ロモーションの取り組みとして推進されており、

ウォーキングは手軽にできる健康づくり活動とし

て広く認識されるようになってきたヘ

日本人の歩数の実態について、国民健康・栄養

調査が2003年(平成 15年)より歩数を報告する

ようになり、調査開始時、男性7503歩、女性

6762歩であった歩数が、 2013年(平成25年)の

同調査では男性7099歩、女性6249歩と減少傾向

にあり歩行習慣が定着していない実態が浮き彫り

になっている 9)。さらに 60歳代では男性6887歩、

女性 6437歩であるが、 70歳以上になると男性

5393歩、女性4470歩と加齢に伴って歩数が減少

する現状であるヘ

高齢者の場合、 3Metsに満たない生活行動や散

歩程度の低強度の運動であっても、継続的な歩行

習慣を有することで良好な体力レベルを維持する

ことが可能であり、加齢に伴う体力低下を防ぐこ

とが可能となることや川ヘ閉じこもりや、抑う
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つ、不安傾向の軽減に寄与する 12)ことが報告さ

れている。つまり高齢者にとっては、散歩程度の

軽い活動でも、身体的機能だけでなく、精神的機

能低下に効果がありプレイル予防に有効な活動と

なる O

市村によると、「散歩Jは欧米のウォーキング
と同じ意味として捉えることができ、明治時代に

初めて辞書に現れ、明治以降から市民の聞に広

まった新しい行動習慣である。さらに明治時代に

活躍した著名な作家の著書による文献研究から、

散歩の効用として生活における楽しみの幅を広げ

る活動であるとも報告している ω。

さらに菊池は、地域高齢者における社会的ネッ

トワーク形成に寄与する活動として犬の散歩に着

目し、散歩をきっかけとした交流関係が高齢者の

ヘルスプロモーションに寄与する可能性を報告し

ている凶0

このように「歩く」ことによって得られる効用

は、健康の維持・増進だけなく、副次的効果とし

てコミュニテイ形成の可能性があると国土交通省

報告書でも報告している 1ヘ
散歩を行う本人が健康のためという明確な目的

や歩数増加といった目標を持たずとも、住み慣れ

た街中を、楽しみながら歩く散歩は、高齢者の健

康維持や地域コミュニテイの形成に寄与する可能

性があると考えられる。

しかしながら高齢者の散歩の実態や散歩行動に

着目した研究は非常に少ない。 NHKの生活時間

調査において散歩実施率が経年的に報告されてい

るものの 16)、80歳以上の地域高齢者の散歩に関

する実態はほとんど明らかにされていない。また

歩行定着に関する先行研究としては、道路の舗装

面やベンチの有無といった環境的要因 17-19)との関

連が報告されているが、居住している地域や近隣

住民への信頼感などのソーシャルキャピタル要因

と散歩行動との関連については明らかにされてい

ない。

そこで本研究は、プレイル予防の支援策として

地域高齢者における散歩の効用に関する基礎資料

を得るために、市内在住高齢者約 8000名を対象

とした大規模調査から、高齢者の散歩の実態およ

び散歩行動に影響を及ぼすソーシャルキャピタル

要因を明らかにすることを目的とした。

2.研究方法

(I)調査対象

本研究では、京都府亀岡市が 2011 年~ 2012年

にかけて、 65歳以上高齢者を対象に実施した日

常生活圏域ニーズ調査(ベースライン調査①)お

よびその後の追加健康調査(ベースライン調査

②)のデータを用いて分析を行った。

ベースライン調査①は、 2011年7月亀岡市内

の65歳以上全高齢者 19，372名 (2011年4月1日

現在)のうち、要介護3以上に認定されている者

を除いた 18，231名に自記式の調査票を自宅に郵

送した。 13，294名(有効回答率72.2%)から回答

を得た。

ベースライン調査②は、 2012年2月ベースラ

イン調査①に回答を得た 13，294名から、さらに

要支援 1，2および要介護1， 2の軽度認定者 1，356

名を除き、二次予防対象者を含む 11，938名に自

記式の追加健康調査を郵送した。有効回答数は

8，338名(有効回答率69.8%)であった。

(2)調査方法および分析

ベースライン調査①の調査項目は、亀岡市にお

ける日常生活圏域ニーズ調査として厚生労働省が

推奨する 89項目に市独自の 15項目を加えた合計

104項目 (9カテゴリー)であった。本研究では、

市の独自項目において、散歩に関する設問「健康

のための散歩を行っていますか」に「はい」と回

答したものを散歩実施群、「いいえ」と回答した

ものを非実施群とした。散歩実施群と散歩非実施

群別の性、年齢の基本属性および家族構成、現在

の暮らし向きなどの生活環境との関連。さらに趣

味の有無、生きがい感の有無、主観的健康感の精

神的健康度に関する項目を分析に用いた。

ベースライン調査②の調査項目として、世間一

般への信頼感、近隣に住む人々への信頼感、近隣

地域の帰属意識の3項目をソーシャルキャピタル

関連の項目とした。

本研究はベースライン調査①とベースライン調

査②のデータを連結し、散歩実施群 (3，677名)

と散歩非実施群 (4，133名)の 2群にわけ各項目の

比較を行った。散歩の設問に無回答であった 528

名は分析から除外した。

本研究は、京都府立医科大学医学倫理審査委員
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会の承認を得て実施した(承認番号C-692平成22

年3月9日承認)0得られたデータは、倫理指針

を道守し個人情報の取り扱いは、漏出しないよう

に厳重に注意した。

(3)統計解析

まず対象者の基本特性として、性別・年代別に

出現頻度を求め、次に散歩実施群と非実施群にお

ける精神的健康に関する項目として、暮らしのゆ

とり感、趣味の有無、生きがい感、主観的健康感

の回答頻度についてカイ二乗検定を行った。

ソーシャルキャピタル要因の世間一般への信頼

感、近隣に住む人々への信頼感、近隣地域の帰属

意識の各項目と散歩行動との関連は、まず各回答

の出現頻度についてカイ二乗検定を行った。

次に、ソーシャルキャピタル関連要因が散歩行

動に及ぼす影響を明らかにするため、散歩行動を

従属変数、ソーシャルキャピタル要因の3項目を

独立変数として一括投入した最適尺度法によるカ

テゴリカル回帰分析を行い、各項目の標準化係数

を算出した。なお有意水準は 5%とし、統計処理

はSPSSfor Windows ver.21.0Jを用いた。

3.結果
(1)地域高齢者における散歩の現状

散歩実施群・非実施群の性別および年代区分別

の分布状況を図 lおよび図2に示した。

無回答を除いた本研究対象者全体の散歩実施率

は47.0%であった。性別では、男性が50.7%であ

り、女性43.9%より数%高率で有意差が認められ

ロ散歩察施群 a散歩若手実路群

女性

(n=l， 132) 

男性

(n~3 ，678) 

90歳代
(n~9m 

80歳代

(n~1 ，314) 

70歳代

(n~3 ，827) 

60歳代

(n~2，579) 

χ2=36.143， df=l， AO.OO1 

図1 男女別散歩行動の出現頻度

。散歩爽絡群 包散歩葬実絡事草

χ2 =14.619， df =3， P<0.005 

図2 年代別散歩行動の出現頻度
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た (pく0.001)。また年代別の散歩実施率は、 70代

が48.8%で最も高く、以下60代46.5%、80代

44.0%、90代 35.6%で年代差が認められた

(pく0.005)0 なお対象者の平均年齢は、散歩実施
群の男性73.1土5.8歳(最高齢は92歳)、女性73.5

土6.1歳(最高齢97歳)、非実施群では、男性73.2

土6.3歳(最高齢は97歳)、女性73.9土6.5歳(最高

齢98歳)であった。

(2)散歩行動と精神的健康との関連

表1は散歩実施群および非実施群別に精神的健

康関連項目を比較した結果である O

暮らしのゆとり感について、非実施群はやや苦

しいが42.5%で、次にややゆとりありが29.4%の

割合を占めていたが、散歩実施群はやや苦しいが

45.7%、ややゆとりありが30.7%と非実施群より

高い回答であった。苦しいと回答したのは散歩実

施群で 16.4%であったが、非実施群で20.5%と

やや高い割合を示していた (pく0.001)。

趣味の有無について、散歩実施群は趣味ありの

回答が86.5%で、非実施群の79.3%より高い回答

を示した (pく0.001)。

生きがい感の有無について、散歩実施群は生き

がいありの回答が9l.5%で、非実施群の85.1%よ

り高い回答を示した (P<O.OO1)。

自覚的健康感は、散歩実施群でとても健康、ま

あまあ健康との回答が79.9%であり、非実施群の

7l.5%と比べて高い回答を示した (pく0.001)0 

(3)散歩行動とソーシャルキャピタル要因との関

連

散歩実施群・非実施群別のソーシャルキャピタ

ル要因に関する項目の回答率を表2に示した。

世間一般の人々は信頼できるかという質問に対

して、「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」

の回答は、散歩実施群が77.5%で、非実施群の

73.3%よりわずかに高い回答を示した (pく0.001)。
近隣の人々への信頼で、きるかという質問に対し

て、「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」

の回答は、散歩実施群が84.1%で、非実施群の

80.5%よりわずかに高い回答を示した (pく0.001)0 
住んでいる地区の一員であると感じますかとい

う質問に対し、「そう思う」と「どちらかといえ

ばそう思う」の回答は、散歩実施群が94.0%で、

表1 散歩実施・非実施群別精神的健康関連項目の比較

散歩 散歩

実施群 非実施群 P value 
(n=3677l (n=4133) 

暮らしのゆとり感
苦しい 16.4同 20.5目
やや苦しい 45. 7首 42.5百
ややゆとりあり 30. 7拡 29.4唱 <0.001 
ゆとりあり 2. 9目 2.9目
無回答 4.3首 4. 7明

趣味の有無
あり 86.5国 79.3目
なし 11.4百 18.4弘く0.001
無回答 2.1目 2.3略

生きがい感の有無
あり 91.5拡 85.1首
なし 8.5弘 14.9弘 く0.001

自覚的健康感
とても健康 7.6目 5.3唱
まあまあ健康 72.3目 66.2唱
あまり健康でない 16.2首 22.6目 <0.001 

健康でない 3.8略 5.9目
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表2 散歩実施・非実施群別ソーシャルキャピタル要因項目の比較

Q.世間一般の人々は総じ

て信頼できますか
n 

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない

まったくそう思わない

Q近隣の人々は総じて信

頼できますか
n 

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない

まったくそう思わない

Q.住んでいる地区の一員

であると感じますか
n 

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう恩わない

まったくそう恩わない

世間一般の人々への信頼感

近隣の人々への信頼感

地域への帰属意識

実施群非実施群 P value 

3616 

10.2目

67.3目

20.9目

1.5目

3629 

21.6拡

62.5拡

14.3首

1.7同

3635 

53.4料

40.6目

5.4唱

o. 7首

4043 

9.2目

64.1唱

24.9百

1.9首

4067 

19.6目

60.9目

17.6目

1.9目

4078 

52.5% 

38. 9判

7.3目

1.4出

く0.001

く0.001

く0.001

R2=.004 

P<O.OOl 

散歩行動

*pく0.05，会すp<0目01，**大.p<0:001

図3 散歩行動に影響を及ぼすソーシャルキャピタル要因

非実施群の 91.4%よりわずかに高い回答を示した

(P<O.OO1)。

さらにこれらの3項目の散歩行動への影響につ

いて、回帰分析を行った結果を図3に示した。

いずれの 3項目も 0.1以下の低い寄与率であっ

た。 3項目中で比較してみると、住んでいる地区

の一員として感じる地域への帰属意識が、他の2

要因と比べて最も高い寄与 (s=0.035， P=0.002) 

を示し、次いで世間一般の人々への信頼感 (s

=0.029， P=0.019)が統計的に有意であった。しか

し近隣の人々への信頼感の寄与率は最も低く統計

的に有意差も認められなかった (sニ0.014，n.s) 0 
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4.考察

誰もが手軽にできる健康づくり活動としての歩

行は、身体的、精神的、社会的機能の低下を防ぎ、

フレイルを予防・改善する有効な活動として知ら

れている。

「散歩」は身体的効果だけでなく、精神的効用

とともに、コミュニティ形成の可能性も示唆され

ていることから、地域高齢者の散歩の実態と散歩

による精神的健康およびソーシャルキャピタルと

の関連を検討する意義は大きい。

そこで本研究では、地域高齢者における散歩の

現状と、その関連要因として精神的健康および

ソーシャルキャピタルとの関連を明らかにするこ

とを目的とした。

本研究の結果、地域高齢者の約半数(男性

50.7%、女性43.9%)が散歩を実施していた。

2010年NHKによる国民生活時間調査凶におけ

る60歳以上散歩実施率(男性55%、女性38%)

に比べると、男性はやや低率であり、女性ではや

や高率の結果を示した。

本研究では年代別に散歩実施率を比較した。年

代別で散歩実施率が最も高いのは70代48.8%で

あったが、 80歳代の44.0%、90歳代の35.6%が

散歩を実施していることが明らかとなった。 80

歳代、 90歳代においても散歩実施者が出現して

おり、年齢に関係なく高齢者にとって、散歩が気

軽に行うことができる活動と考えられる。

また本研究における散歩実施者の最高齢は、男

性92歳、女性97歳であった。平均寿命の延伸が

予測される中、 80歳代、 90歳代における散歩は、

超高齢者の生活機能を良好に保ち、フレイルを防

ぐ活動のひとつとなりうる可能性を示唆してい

るO

散歩行動に関連する要因を検討した結果、散歩

行動は精神的健康に高い関連が認められた。散歩

実施者は趣味活動を有している者が多く、趣味活

動などへの参加が散歩や散策の機会を増やしてい

る可能性が考えられる。また散歩の実施は生きが

い感や主観的健康感との高い関連が認められた。

奥野ら 12) は、運動の実施率や運動量が閉じこも

りと関連し、閉じこもり者に精神的健康が不良な

者が多いことを指摘している。また欧米では、高

齢者のウォーキングと自己効力感との関連が報告

されておりベ散歩による外出の機会が自己効力

感の獲得に寄与し主観的健康感が高くなることが

推察される。

さらに散歩は生きがい感に関連していた。高齢

者の余暇活動と生きがいについて、原因らは 211、

高齢者にとって実施頻度の高い余暇活動が歩行で

あること、そして高齢者が余暇活動を行っている

時に生きがいを感じていると報告しており、散歩

が高齢者の生きがいに結びつく余暇活動のひとつ

と考えられるO

しかし散歩と生きがいが直接的に結びつくかど

うかは不明である O 散歩が、生きがいにつながる

趣味活動の副次的効果として結び、ついている可能

性も考えられ、今後はさらに媒介となる関連要因

を検討する必要があろう O

次に、散歩行動とソ}シャルキャピタル要因と

の関連について検討を行った結果、散歩実施群は

非実施群に比べて、世間一般の人々への信頼感、

近隣の人々への信頼感、地域への帰属意識のいず

れの項目の回答率において有意差は認められたも

のの、回答率に大きな違いは認められなかった。

さらに散歩行動にどの程度ソーシャルキャピタ

ル要因が関連しているかを検討するために、回帰

分析を行った結呆では、有意差が認められた項目

が2項目にあったものの、いずれも寄与率は低く、

散歩行動への影響が低いことが明らかとなった。

先行研究では、グループ活動における交友活動

や刻、家族や友人との関係が、ウォーキングや運

動の継続的な実施に影響すると報告している羽田)。

またパットナムらによれば、「協調的な諸活動

を活発にすることによって社会の効率性を改善で

きる、信頼、規範、ネットワークといった社会組

織の特徴」をソーシャルキャピタルと定義してお

り、社会的な活動への参加によってソーシャル

キャピタルは増強され、ソーシャルキャピタルが

豊かであれば人々の協調行動が促進される O さら

にソーシャルキャピタルが豊かな所ほど健康状態

が好ましいことが報告されている 27，28)。

したがって今後の研究では、散歩行動に影響を

及ぼすソーシャルキャピタル要因である他者との

交流や信頼感について、設問項目を精査して用い

ることが必要だと考える。また本研究では、 3項

目を一括投入した回帰分析によって散歩行動への
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影響について検討を行ったが、各項目ごとに散歩

行動への影響を検討するなど、分析方法について

も検討する必要がある。

さらに散歩行動に影響を及ぼすソーシャルキャ

ピタル要因を媒介する要因として、性、年齢など

の個人の属性や所属する地域組織等を考慮すると

ともに、趣味活動のグループや地域活動への参加

などネットワークと散歩行動との関連も検討して

いく必要があると考える。

さらに住民の健康を向上させる介入プログラム

に活用できるソ}シャルキャピタルは未だ研究課

題であり制、高齢者の散歩行動を促進するソー

シャルキャピタル要因は今後の課題となる O

本研究の限界は横断分析であり、散歩行動との

関連要因およびその効果の因果関係は明らかでは

ない。今後、介入研究または縦断的調査から因果

関係を明らかにしていく必要がある。

また本研究では、散歩行動と環境要因との関連

については検討を行っていない。本調査の対象者

は、亀岡市内全域に居住する高齢者である。亀岡

市の居住環境は、新興住宅地域、農業地域、山間

地域が存在し、居住環境の違いが、散歩行動に影

響を及ぼしている可能性が考えられる。 Inou巴ら

の研究 3附)では、近隣における歩行活動は、都市

や農村地域などの居住環境の人口密度や、歩道の

整備などの環境要因が影響していると報告してい

るし、欧米の研究担)においても、スムースな歩

道やベンチの設置などの環境的要因が、歩行の動

機づけに障壁となると指摘している。このことか

らも、今後は散歩行動に及ぼす環境的要因も検討

する必要がある O

岡らの報告では、身体活動習慣は、環境的要因、

自己効力感などの心理的要因、ソーシャルサポー

トなどの社会的要因が相互に影響していると報告

しておりベ環境的要因、心理的要因、社会的要

因が相互にどのような関連を持って、散歩行動に

影響を及ぼしているのか、横断的・縦断的分析か

らそれら関連要因の相互作用を検証する必要があ

る。

また本研究は市内在住高齢者から、要支援・要

介護を除いた地域在住の自立高齢者が対象ではあ

るが、 80歳代、 90歳代の超高齢者、二次予防対

象者を含む地域高齢者における散歩行動の実態に

ついて貴重なデータを示した。また散歩行動は、

精神的健康の維持、他者への信頼感や地域の帰属

意識も関連していることを示した。

5.結語

本研究は、地域在住高齢者を対象とした大規模

データを基に、散歩の実態と散歩行動の関連要因

として精神的健康との関連、そしてソーシャル

キャピタル要因との関連性について検討を行っ

た。

その結果、散歩実施者は 70歳代が最も多く 80

歳代の 4割、 90歳代でも 3割が散歩を行ってい

る実態が明らかとなった。地域高齢者の散歩実施

者は、趣味活動や生きがい感、自覚的な健康感を

有しており精神的健康への効用が示唆された。し

かしソーシャルキャピタル要因の散歩行動への影

響は認められなかった。

散歩行動を推進することは、高齢者の心身のプ

レイル予防につながる可能性はあるが、コミュニ

ティ形成との関連は今後の研究課題としたい。
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